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協力者   近藤暁夫 
 
３． 期間 





























































































政策研究フォーラム（2017 年 1 月 28 日、於：愛
知大学）にて本共同研究の成果報告を行った。 
【久保・駒木伸比古・田中】①地理空間学会大会
（2016 年 6 月 18 日、於：筑波大学筑波キャンパ
ス）にて「岐阜市郊外住宅地における高齢化・空
き家化の進展と居住環境の実態」を発表した。②
IGU Urban commission meeting Shanghai （2016
年 8 月 19 日）にて The decline in residential 
environment in Aging Japanese suburbs..を発
表した。 





























協力者   久保田経三、鳥海賢三、三島康雄 
 
３． 期間 






























































































ー、地元窯元ら 30 名余が参加。 
12 月 16 日「半島文化の内発型展開と地域活性化」
セミナーを、FJK 主催で東京都千代田区秋葉原の区

































協力者   黒柳孝夫、近藤泰弘、竹尾利夫 
 
３． 期間 




















2017 年 1 月の「越境地域政策研究フォーラム」の分








































































  司会・進行：藤田佳久(愛知大学) 
























  「越える」の意味について：近藤泰弘 






















































伊藤弘基（NPO 法人うつくしま NPO ネ
ットワーク） 
協力者   福田崚、梶谷彰男 
 
３． 期間 



















































































































































































476 号と県道 117 号が交差するエリアに多く居住
しているほか、道路沿道に密に居住地しているこ
とを確認した。また、人口中心から南東方向に向







































1) NPO 法人福井地域環境研究会県境分科会 
(開催日)平成 28 年 5 月 24 日(火) 
平成 28 年 7 月 12 日(火) 
平成 28 年 8 月 29 日(月) 
平成 28 年 11 月 12 日(火) 
平成 28 年 12 月 16 日(金) 
平成 29 年 2 月 23 日(金) 
 
【学会発表】 
2) 交通科学研究会平成 28 年度学術研究発表会講演





































5) NPOREF 第 4 期（通算第 37 期）中間活動報告会, 人
口減少，高齢化，国際化（観光）時代における
県境道路の在り方, 西谷光史, 小塚みすず，三


































協力者   蒋湧、温家洪 
 
３． 期間 





















































































学会第 18 回，2016 年 10 月，災害発生時のよう
な切迫した状況下における不確実な情報を元に
した集団合意形成を事前にトレーニングする教
材を開発し，その実践例を報告した．学会賞受
賞． 
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